
 

日本技術士会中部本部静岡県支部年次大会資料 

(2020年度・通算５回) 

 

第１号報告 2019年度事業報告並びに収支決算 

第２号報告 2020年度事業計画収支予算 

第３号報告 県支部役員体制・協賛会員 

その他報告 部外との協定、加入団体について 

 

 

資料１ 日本技術士会静岡県支部災害時支援活動計画（SAPD)（抜粋） 

資料２ 台風１９号被災者支援活動報告書（抜粋） 

 

 

 

 

 

日時 2020年 6月 6日(土)13：30～16：40 

場所 静岡労政会館(静岡市葵区黒金町 5-1) 

 

 

※（静岡県支部年次大会は新型コロナウイルス感染症の拡大により開催

を見合わせ、メールにより会員・協賛会員に配布・意見集約を行った） 
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第１号報告  2019年度事業報告並びに収支決算 

概況：2019年度事業の概要を以下に述べる。 

（1）CPD例会等の状況 

・会員が自己研鑽のためCPD例会を5回、見学会1回実施 

・静岡県内の東部、西部地域例会を各１回(合計2回)開催した。 

（なお中部地域例会についてはコロナウイルス感染症拡大により中止） 

  ・課題としては内容の充実、広報の仕方、非会員の参加、会員ニーズの把握ための調査等である。 

  ・新合格者説明会の継続実施 

 

（2）防災委員活動：研究会の充実 

  ・「日本技術士会静岡県支部災害時支援活動計画（ＳＡＰＤ）」を制定した。（資料１） 

  ・静岡県支部で発行している「家族で考える防災Q＆A」を市・町の町内会組織等の要請に応じ有償配布

した。 

・静岡県災害対策士業連絡会の理事会、講習会に参加し会員相互の交流の拡充とスキルの向上を図った。 

  ・令和元年10月に来襲した台風19号は、静岡県東部の伊豆市、伊豆の国市、函南町などに未曾有の被害

を与えた。この災害で被災した市民の方々を対象にした相談会を静岡県災害対策士業連絡会主催で10

月30日、31日（伊豆の国市）11月18日(函南町)、11月24日(伊豆の国市)に開催し、13名の支部会員が

参加した。活動結果は「台風１９号被災者支援活動報告書」（資料２）にまとめた。 

・静岡県との災害時の支援協定に基づく活動要請は、2019年度は無かった。 

  ・牧之原市との締結に基づき道路決壊及び公園の景観保全に対する技術支援を計2回行った。 

静岡市との協定に基づく活動は2019年度には無かった。 

  ・地震防災センター主催のこども防災教室は例年実施しているが会場となる静岡県地震防災センターの

改修工事が本格化したことから2019年度は開催実績がなかった。すでに改修工事が完成したことから

2020年度は静岡県とも協議の上実施予定である。 

 

（3）社会貢献活動 

  ・小中学校での理科授業を12回開催した。 

  ・テクノロジーカフェを9回開催し、広く市民の方々に参加いただき技術士会の周知と科学技術の伝承

に努めた。 

 

（4）事業開発 

・静岡県経済産業部農地局農地整備課が所管する排水機場等の鑑定に対し電気関係技術士を派遣した。 

  ・静岡県中小企業団体連合会ものづくりセンターからの技術士紹介依頼に対応し、ものづくり補助金の

審査支援業務を受諾した。 

  ・静岡県建設工事紛争審査会に当支部より委員を選出しているが2019年度の紛争審査事項はなかった。 

  ・静岡県建設技術監理センターが実施する県市町職員のスキルアップ研修に講師（2名）を派遣した。 

 

（5）海外との交流 

 ・静岡県と浙江省は1982年4月の友好提携以来、30年以上にわたり経済、文化、環境など幅広い分野

における交流を積極的に促進し、相互理解と友情を深めている。静岡県支部でも浙江省の企業への支

援を行っているが、2019 年 11 月 8 日～11 月13 日の間『2019 年グローバル・ビジネスマッチング

in浙江省』に当支部から3名の会員が参加した。 

 ・11 月 21 日には浙江省建設業交流団の一行 12 名が来静し、建築関係の現場視察や日本国における品

質管理等について意見交換を行った。当支部からは 3 名の会員が参加し活発な意見交換会となった。

なお今回の浙江省建設業交流団との交流は今後も継続していくこととしている。 
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１ 日本技術士会静岡県支部会員の状況（2020年3月28日現在 技術士会HP Web名簿による。） 

名誉会員       2名  磯部 俊夫氏（金属） 

北本 達治氏（化学、総合技術監理） 

正会員   240名（全国 15,722名） 

準会員    71名（全国  3,331名） 

    計   311名（全国 19,053名） 

※2018年度に比較し会員の増減は正会員 1名増加、準会員 12名減 計 11名減 

協賛会員    15社（年会費1口会員 11社、同2口会員 4社）2018年度から1社増 

     ※全国の会員数は2019年11月末現在 

 

２ 2019年度年次大会報告 

日 時：2019年6月8日（土） 

場 所：男女共同参画センター あざれあ（静岡市） 

出席者数：59名（支部会員50名、中部本部役員9名） 

報告事項： 

第１号報告～第３号報告、その他報告について報告 

特別講演： 

    演 題 「最先端のイメージセンサが実現する人類未体験「超視覚テレビジョン」」 

   講 師  静岡大学  川人祥二 教授 

 

３ 支部例会等の報告 

開催日 講演テーマ 講師名（敬称略） 参加者 

2019.4.27 

「技術士として労働安全に取り組

んで」 
ＴＡＫＥ技術士事務所 所長  竹内 春樹 

32 

「災害心理学ってなんなん」 関西大学 社会安全学部教授 元吉 忠寛 

2019.6.8 

最先端のイメージセンサが実現す

る人類未体験『超視覚テレビジョ

ン』（再掲） 

静岡大学教授 川人 祥ニ 59 

2019.8.24 

材料強度と破壊解析の基礎 静岡理工科大学機械工学科 教授 三林 雅彦 

40 
ともに社会の一員・アンコンシャス

バイアスを知る 
日本技術士会副会長 岩熊 まき 

2019.9.21 

現場が主導するものづくり IoT の

活用 

矢崎総業株式会社 

ものづくり事業統括室主査 
渡邊 嘉彦 

46 現場で作る、使う、改善するIoT シ

ステム 
アンビエントデーター株式会社 

代表取締役 
下島 健彦 

2020．2.22 

光触媒の基礎から応用まで 
国立研究開発法人 

産業技術総合研究所 主任研究員 

 

平川  力 
29 

業務の e 化のその先にプロセスマ

イニングがある 

富士通株式会社 

マネージングコンサルタント 
野村 和哉 
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３－１ 見学会（第５回例会） 

開催日 2019年12月14日（土） 

  会  場 特種東海製紙Pam（Paper and material） 

     （静岡県駿東郡長泉町本宿437） 

  参加者 38名（交流会24名） 

 

３－２ 地区ブロック活動 

◆東部地区例会 

日 時：2020年１月25日（15:00～16:30） 

場 所：ピゴ21 （沼津市高島町 21-11） 

講 師：土井俊幸会員（技術士 環境部門） 

演 題：SDGs～エシカル消費（2015年にSDGs、パリ協定が採択されて以降、世界の潮流は変わりつつあり

ます。技術士として、人、社会、地球環境のために何ができるか、各主体(国･政府､自治体､企業､

個人)の取り組みとともに、考えてみませんか） 

 

◆中部地区例会（コロナウイルス感染症拡大により中止） 

日 時：2020年3月14日（土）（13:30～17:10） 

場 所：静岡市産学交流センター演習室３（静岡県静岡市葵区御幸町3−21 ペガサート7F） 

講 演I「製品開発とイノベーション」 

講 師： Akira データ経営研究所代表 長谷 彰氏 

講 演Ⅱ「時代を反映した最近の業務実例－土質基礎に関して－」  

講 師：服部エンジニア（株）設計部 取締役設計部長 山田 文雄氏 

講 演Ⅲ「ネットワーク・セキュリィ技術による情報セキュリティ対策」 

講 師：富士通株式会社 姉崎 匡俊氏 

講 演Ⅳ「小学校の理科特別授業に関連して 『コンピュータプログラミング教育 一考』」 

講 師：日本技術士会フェロー（電気電子）岡井 政彦会員（静岡県支部副支部長） 

 

◆西部地区例会 

日 時：2020年2月29日（土）（14：00～16：45） 

場 所：ホテルセレクトイン浜松駅前（浜松市中区砂山町335-14） 

講 演１「非常時の飲料水確保案・コンクリート構造物の不具合」小泉雅弘会員（技術士建設部門） 

講 演Ⅱ「2019年12月浙江省国際科学技術交流大会に参加して」森 一明会員（技術士機械部門） 

 

４ 委員会報告 

（１）CPD委員会 

   2019年度は6回の例会（内１回は見学会）を開催、2地区で例会を実施した。講演会の講師は延べ12名（内

会員は4名）、参加者は延べ244名であった。（地区例会を除く） 

例会の企画、準備のための打合せを５回行った。 

 

（２）防災委員会 

現実的な対応力の強化を目的に防災研究会と共に「日本技術士会静岡県支部災害時支援活動計画（Ｓ

ＡＰＤ）」(資料１)を2019年9月に制定発行した。ＳＡＰＤは、静岡県内はもとより近隣他県において災

害時支援活動が必要な状況となった場合は、「静岡県支部防災会議」を設置し、日本技術士会防災支援

委員会、中部本部、静岡県、関係自治体及び静岡県災害対策士業連絡会等と連携し災害時支援活動を行

うマニュアルとなっている。なお、支援活動は2種に分けられ、 
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Ａ：一般支援活動（防災支援員による被災者現地支援活動 と 

Ｂ：協定締結自治体向け支援活動（専門技術者によるアドバイス等）である。 

本活動基本計画の特徴は、実践活動や社会情勢の変化（付随する災害形態の変化）に合わせてPDCA

を展開することしている。 

ＳＡＰＤ発行直後に発生した台風19号により静岡県内でも各地で被害が生じた。特に大きな被害のあ

った伊豆の国市と函南町において、上記Ａタイプの活動として静岡県士業連絡協議会と共に「相談会」

を開催し当支部からも参加した。現在、更なる体制の拡充を図るため会員に対し、技術士が自らの専

門性を生かした防災活動への参画を目指し「防災支援員」を募集している。 

以下にその他の具体的な活動を記載する。 

 

ａ.2019年度第46回技術士全国大会（徳島）にて、「地域防災における技術士の役割」と題して第15回

全国防災連絡会議と第２分科会が開催され、中部本部から山之上支部長が出席した。 

第２分科会（防災）において「新たな世代（とき）へ、技術士の挑戦～静岡県の防災～」をテーマ

に発表した。 

 

ｂ.第39回地域産学官と技術士との合同セミナーを「防災」をテーマに開催 

「技術が守る防災・減災への挑戦～いのちを守るために最新科学と技術者が果たす役割～」と題して

県内の官学の科学者・技術者が集い、防災･減災にどのように挑戦していくべきなのかを問いかけた。

セミナーでは柴田防災委員長による「静岡県支部おける防災への取り組み」を報告した。 

（６．2019年度地域産学官と技術士との合同セミナー報告に詳細を記載） 

 

ｃ.伊豆の国市・函南町での「台風19号災害のよろず相談会」への参加 

静岡県災害対策士業連絡会からの依頼で相談会を3回開催した。「日本技術士会静岡県支部災害時支

援活動計画（ＳＡＰＤ）」の初めての適用として活動の報告と反省点をまとめ、次回適用へ反映とこ

れからのか課題が明らかになり、防災研究会と共により充実を図る予定である。 

活動の詳細は別添の「台風１９号被災者支援活動報告書」(資料２)に記載 

 

ｄ.防災教室 

2019年度は静岡県地震防災センターの大規模改修に伴い未開催であった。 

 

ｅ.静岡県との災害協定関係 

静岡県との災害協定締結については、すでに協定を締結している宮城県の協定を参考に交通基盤

(担当：土木防災課)と日本技術士会静岡県支部との間で協議を進め2019年の3月18日に締結を完了し

ている。（協定書の写しは資料１日本技術士会静岡県支部災害時支援活動計画に掲載） 

１）令和元年度災害時応援協定締結事業者研修会 

大規模災害等発生時に備え、様々な事業者の皆様と災害時応援協定を締結し、協力体制が整備

されている。この協定に関わる関係者が一同に集い、静岡県危機管理部による「災害時応援協定締

結事業者研修会」が開催された。 

日 時：2020年2月7日（金）14:00～16：30 

場 所：静岡県総合社会福祉会館シズウエル703会議室（静岡市葵区駿府町1-70） 

   参加者：岩田副支部長、角入副支部長、池谷会員 
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ｆ.静岡県災害対策士業連絡会 

１）災害対策士業連絡会 理事会及び学習会 

日 時：2019年8月30日（金）15:00～ 

場 所：静岡県弁護士会館 

概 要：水野中部本部副本部長，山之上支部長、岡井副支部長、柴田防災委員長、馬淵防災委員

土井防災委員、吉田防災研究会会長の7名が出席した。 

 

２）災害対策士業連絡会 臨時理事会（台風１９号現地相談会振り返り）及び学習会 

日 時：2020年2月25日（火））15:00～16：30 

場 所：静岡県弁護士会館 

概 要：山之上支部長、岩田副支部長、吉田会員の3名が出席した。 

2020年10月に来襲した台風19号は、静岡県東部の伊豆市、伊豆の国市、函南町などに未曾有の

被害を与えた。この災害で被災した市民の方々を対象にした相談会を静岡県災害対策士業連絡会

主催で10月30日、31日（伊豆の国市）11月18日(函南町)、11月24日(伊豆の国市)に開催し、当支

部からも13名の会員が参加したが、この振り返り及び定例の学習会を行った。 

 

（３）社会貢献委員会 

a.テクノロジーカフェ 

2019年度は月1回に開催する予定であったが、9回（延べ9名の講師）の開催であった。2015年の1月開

始以来延べ55人の会員が講師を担当した。火曜から金曜日の午後２時から、ＮＰＯ法人静岡団塊創業塾

（原田和正理事長）が運営する静岡市内のシニアライフセンター「くれば」において実施しており、今

年度より講師役を引き受けていただく会員への謝金（交通費相当）も支給する体制を整えた。 

技術士の知名度を広めるため一般市民へ技術の話題をわかりやすく紹介する取り組みを継続する。また

静岡団塊創業塾主催の「人生100年サミット」などの機会を活用し、日本技術士会の紹介とテクノロジ

ーカフェの紹介などを行っている。 

 

テクノロジーカフェ開催実績詳細 

開催年月日 講師名 テーマ 

2019年4月26日 内藤 克己 暖める 冷やす 家の機械達 

2019年5月31日 村岡  薫 カーボン材料のおはなし 

2019年6月27日 土井 俊幸 ＳＤＧｓ～エシカル消費 人と社会、地球環境のためにできること 

2019年7月09日 仁科  憲 せまい日本の地下利用 最近のトンネル技術と事故 

2019年8月27日 中山久仁厚 進化し続ける新幹線の魅力〜新幹線の疑問を歴史より解き明かす〜 

2019年9月20日 岡井 政彦 地面を掘っても電気は出てこない～どうやって電気は作られるのか～ 

2019年10月23日 松世麻理子 AIでどうなるの私たちの暮らし 

2019年11月07日 三宅 立郞 日常生活の中でも簡単に使える QC 七つ道具と新 QC 七つ道具 

2020年1月22日 山之上 誠 「どうなるの静岡県のリニア（Ⅱ）」 

 

b.理科支援委員会 

中部本部理科支援委員会が対象とする愛知、岐阜、三重、静岡4県での小学校における理科特別授業

は2007年度より始め、静岡県における累計実績69件、2019年度は12件実施した。 

静岡県の授業要請テーマには県外講師も対応することもあり、逆に他県の授業に静岡県講師が出向くこ

ともある。静岡県の登録講師は9名であったが、今年度には3名（プログラミング教育1名、防災関連2名）

が追加され12名となった。 
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静岡県の小学校からの授業要請は、地震や津波に関連するテーマがコンスタントに続いている。例年春

には中部4県の講師の授業テーマ一覧を静岡県教育委員会に提出し、県内小学校に配布してもらってい

る。当県では山崎自然科学教育振興会や浜松RAIN房というものづくり・理科地域支援ネットワークの支

援があることから授業要請が受けやすく、今後も引き続き理科特別授業を続ける。なお今期は浜松RAIN

房を通した授業要請が5件あった。 

 

2019年度における静岡県内での実績 

開催日 学校名 講師名 講義テーマ 

2019年7月8日 磐田市立豊岡南小学校 岡井政彦 モーターを作ってみよう 

2019年7月9日 浜松市立曳馬小学校 馬淵大幾 土地のつくりと変化、暮らしと防災 

2019年9月3日 下田市立朝日小学校 吉田建彦 月の満ち欠けはなぜ生じるか 

2019年9月10日 富士市立富士第二小学校 北本達治 二酸化炭素、ドライアイスを使った実験 

2019年9月11日 静岡市立長田北小学校 吉田建彦 月の満ち欠けはなぜ生じるか 

2019年9月13日 島田市立第三小学校 小川洋（三重県支部） 
地球環境の変化、植物や小動物に対する生

命の不思議とその神秘 

2019年9月24日 袋井市立高南小学校 吉田建彦 月の満ち欠けはなぜ生じるか 

2019年10月7日 浜松市立富塚西小学校 北本達治 炎色反応、花火の色はどうつけるのか 

2019年10月15日 静岡市立服織小学校 北本達治 二酸化炭素、ドライアイスを使った実験 

2019年10月17日 浜松市立神久呂小学校 北本達治 炎色反応、花火の色はどうつけるのか 

2019年10月23日 浜松市立富塚西小学校 北本達治 炎色反応、花火の色はどうつけるのか 

2020年2月3日 浜松市立佐鳴台小学校 岡井政彦 モーターを作ってみよう 

 

（４）事業開発委員会 

a.静岡県関係への対応について 

  １）経済産業部農地局農地整備課からの電気関係技術士の推薦依頼を受け5名の会員が対応した。 

    小針輝夫会員、岡井政彦、鈴木大介会員、鈴木敏弘会員、大嶽陽一会員の5名。 

  ２）建設支援局建設業課が所管する静岡県建設工事紛争審議会の委員については岩田会員が就任している

が該当案件はなかった。 

３）静岡県中小企業団体連合会ものづくり支援センターからの補助金申請書類の技術審査依頼についての

べ16人の会員が審査を担当した。 

   

b.関係市町について 

１）牧之原市との包括協定 

2015年11月30日包括協定締結 

2019年度は 2件助言依頼があり、内訳は、建設管理課1件、社会教育課1件 

   協定締結以来2019年度末で11件の技術支援を行ってきた。 

２）島田市都市計画マスタープランへの対応 

 島田市が進める都市計画マスタープラン及び立地適正化計画の策定にあたり、角入一典会員が 

平成30年度､平成31年度の2ヵ年有識者としてアドバイザー会議に参画し助言を行った。 

 

（５）広報委員会 

a. 年4回の広報誌を発行しており、2020年3月までの発行回数は静岡県技術士協会から通算し第169号と

なっており、日本技術士会中部本部静岡県支部となってからは第20号が発行済である。ホームページ

（以下ＨＰ）により会員相互の情報共有を図るとともに広く情報発信を行っている。 

b.ＣＰＤ例会や防災委員会、理科支援委員会、支部の各種研究会の動向についても広報誌やＨＰを通じ
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広く情報提供した。 

c.ユニバーサルデザインに配慮した見やすいホームページの拡充に努めるとともに、統括本部や中部本

部等の動向等についても情報を提供している。 

d.協賛会員等には会報やメール等を通じ支部の活動状況や例会等について周知し、出席者の増大に努め

ている。 

e.2015年8月に(公社)日本技術士会中部本部静岡県支部として再編されるまで50年間にわたり静岡県技

術士協会とて活動を進めてきたが、その経緯についても創立50年誌や広報誌についてもＨＰに掲載し、

当会の歴史を伝えるアーカイブとして利用可能となっている。 

 

５ 研究会報告 

防災研究会とインダストリー4.0＆IoT研究会（名称を「IoT研究会」に変更）は定期的に会合を開催し、

その研究成果をＨＰへ掲載するなど精力的な活動を行っている。 

特に防災研究会では、防災に備える冊子の作成など社会への情報発信のひとつとなる行動や災害時連絡体

制の整備のための毎月の模擬訓練など具体的行動を行っている。 

IoT研究会では、会員自ら簡易なIoTを実践し理解を深めている。また実生産工場での使用可能なIoT導入

機を開発したメンバーもおり、一定の成果を挙げている。今後は活動途中経過や研究成果について例会での

報告や会報などに掲載を考えている。なお、「建設研究会」「総合技術監理部門研究会」「倫理研究会」は

活動を休止している。 

2019年度から新たに「小学校の理科特別授業としてのプログラミング教育研究会」「オープンCAE研究会」

が発足し現在会員を募集している 

（１）防災研究会 

会員数：7名 

目  的：技術士会県支部の防災活動に寄与できるシステム、技術、資料の検討作成 

活動内容：5回会合を開催したが主たる活動は以下3件である。 

a. 災害時支援活動計画(Support Activity Plan at Disasters)の作成 

統括本部の「災害時支援活動計画」を参考にして、県支部としての発災時の支援活動計画を防災委

員会と協業して作成した。基本は以下のような2種の活動として組み立てた。 

A：一般支援活動・・防災支援員による被災者現地支援活動 

B：協定締結３自治体向け支援活動・・主として専門技術者によるアドバイス等 

本計画は役員会で承認され、ホームページにも記載した。次に示す台風19号被災者支援活動は

本計画に沿って実施されたものである。 

b. 台風19号被災者支援活動と報告書作成 

       県支部が加盟している静岡県災害対策士業連絡会の呼びかけに応じ、10月30日～11月24日の４

日間に亘り、伊豆の国市及び函南町の被災者への現地支援活動に県支部として初めて参加した。

防災研究会の会員を含め総計13名が参加し、活動後防災委員会と実施報告書を作成しホームペー

ジに記載した。技術士ならではの支援活動は少なく問題点が浮彫になり、今後の方針を防災委員

会と検討した。 

     c．災害用伝言板による防災委員会委員及び防災研究会員に対する安否確認を毎月試行している。 

 

（２）インダストリ－4.0・IoT研究会 

会員数：8名（小澤会長、三宅幹事、柴田会員、大出会員、土井会員、中村会員、岡井副支部長、 

伊賀氏（非会員・靜甲株式会社）） 

目 的：現在、あらゆる産業や人々の生活に活用されはじめているIoTについて学び、社会への貢献を図る

ため各メンバーがテーマを持ち調査・研究を進める。 
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2019年度の会議開催実績 

第１回：4月7日（日）、第２回：5月26日（日） 

第３回：6月23日（日）、第４回：7月21日（日） 

第５回：8月18日（日）、第６回：9月1日（日） 

第７回：10月6日（日）、第８回：11月3日（日） 

第９回：12月22日（日）第10回：1月26日（日） 

第11回：2月2日（日）、第12回：3月1日（日） 

 

メンバーによる取り組み事例 

１）家庭菜園への活用 

家庭菜園におけるマイコンを用いたIoT活用による自動水撒きシステムを計画。当初は「ラズベリー

パイ」というシングルボードコンピュータ（マイコン）を用いる予定で試作したが、第4回例会で紹介

されたデータ可視化サービス「Ambient」と、「M5Stack」（マイコン）が扱い易そうなことからそち

らでの試作、更にWEBサービスを利用しやすいマイコン「obniz」による試作も開始している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）親の見守りへの活用 

     センサにより振動を検知し、枕の利用状況を遠隔地から見える化できるシステムを計画。現在は中

古のスマホのセンサを利用し、ブラウザで利用状況がグラフで見えるようにしている。今後は異常時

に警報を鳴らして知らせる機能などを追加し、またより安価なセンサへの変更を検討する予定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 「M5Stack」を用いた自動水撒きシステム 
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６ 2019年度地域産学官と技術士との合同セミナー報告 

日本技術士会では、地域ごとの産学官 代表と技術士とが一同に集い地域課題解決の方向性を議論し、

方向づけていくセミナーを全国で毎年開催している。本年度は下記のとおり静岡県で開催したので報告す

る。 

 

2019年度地域産学官と技術士との合同セミナー（日本技術士会主催） 

 

テーマ：令和元年度地域産学官と技術士との合同セミナーIN SHIZUOKA 

技術が守る防災・減災への挑戦～いのちを守るために最新科学と技術者が果たす役割～ 

 

日 時：2019年11月16日(土) セミナー13時00分～17時15分 

交流会 17時30分～19時30分 

会 場：クーポール会館（静岡市葵区紺屋町2-2） 
後 援：静岡県・静岡市・静岡県災害対策士業連絡会（静岡県弁護士会・日本公認会計士協会東海会静岡

県会・東海税理士会静岡支部連合会・静岡県司法書士会・静岡県行政書士会・静岡県土地家屋調査士会・(公

社)静岡県不動産鑑定士協会・（公社）静岡県建築士会・（一社）静岡県建築士事務所協会・（公社）日本建

築家協会東海支部静岡地域会・静岡県社会保険労務士会及び（公社）日本技術士会中部本部静岡県支部で

構成する団体） 

参加者数：１０２名 

 

行事内容： 

開会宣言  (公社)日本技術士会      中部本部長 平田 賢太郎 

開催挨拶  (公社)日本技術士会      会長    寺井 和弘 

来賓挨拶  国土交通省中部地方整備局静岡国道事務所長  篠田 宗純 氏 

静岡県交通基盤部長             宮尾 総一郎 氏 

静岡市副市長                美濃部 雄人 氏 

 

基調講演 

題目：「「ちきゅう」が明らかにした南海トラフ地震発生帯の新知見、そしてこれから」 

国立研究開発法人海洋研究開発機構研究プラットフォーム運用開発部門  

部門長 倉本 真一 氏 

 

講演その1 

題目：「減災から防災社会へ」 

静岡大学地域創造学環教授・防災総合センター長   岩田 孝仁 氏 

 

講演その2 

題目：「静岡県の防災対策」   静岡県交通基盤部長    宮尾 総一郎 氏 

 

報    告  日本技術士会中部本部静岡県支部における防災への取り組み』 

静岡県支部防災委員長  柴田 達哉 

 

閉会挨拶  合同セミナー実行委員長 静岡県支部長       山之上 誠 
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７ 日本技術士会中部本部の委員会報告 

（１）副本部長報告：（中部本部）副本部長 山之上 誠 

役員会準備のため総務委員会、事務局会議を年6回、役員会を6回開催、全国大会準備委員会を5回

開催した。 

主な活動内容は、理事会報告、地域本部長会議報告、統括本部委員会の決定事項報告である。 

   具体的には、2018年度決算、2019年度予算の承認、2019年度日程調整（中部本部委員会と 4県支部行

事の調整）等を行った 

 

（２）倫理委員会：委員 吉田建彦 

倫理委員会は毎月一回会合を開き、技術者倫理の啓発について検討するとともに、会合後半は委員が

特定のテーマについて時機に即した講演を行い、委員ならびにその他の参加者を数チームに分け、当該

テーマについて、チームごとに討論し結果を発表して認識を高めている。例年発行している「H30年度

活動報告集」には、県支部会員の「企業不祥事を未然防止する有効な監査の提言」も掲載された。2020

年6月には「技術者倫理事例研究発表会」を予定している。 

なお倫理委員会と協業して活動している教育促進小委員会は大学・高専への講師派遣活動を行っており、

県支部会員一名が2020年度から静岡大学工学部で非常勤講師として倫理講座を受け持つことになった。 

また会員2名が静岡県立大学食品栄養科学部の非常勤講師としてJABEE課程における技術者倫理の講義

を担当しており、同課程修了学生は申請すれば技術士補資格を得られるものの、これまで申請希望者は

皆無であった。しかし2019年度は2名の申請希望者がいたため、申請に必要な指導技術士として食品栄

養科学部と同じ分野である農業部門の当支部会員が支援した。 

 

（３）企画委員会：委員 牧野好秀・長嶋滋孔 

企画委員会を9回開催、中部本部の年次大会の企画運営、日本弁理士会東海会との共同研究会、新合

格者説明会の開催、その他新規事業の企画を検討した。 

 

（４）研修委員会（CPD小委員会）：委員 加藤信之 

a. CPD委員会は年6回実施され、CPD委員として承認された以降の以下の委員会に参加した。 

① 第4回CPD委員会：2019年9月7日（土）9:30～11:30  中部本部会議室 

② 第5回CPD委員会：2019年11月2日（土）10:00～12:00 中部本部会議室 

（第6回CPD委員会：2020年3月7日（土）予定については、コロナウィルス対応のため中止） 

b. 同様に、以下の中部本部例会（講演会）の運営を担当した。 

① 秋季講演会及び交流会：2019年9月7日（土）13:00～19:00 名古屋工業大学NITech Hall 

② 冬季講演会及び交流会：2019年11月30日（土）13:00～19:00 名古屋都市センター11階ホール 

（春季講演会：3月7日（土）予定については、コロナウィルス対応のため中止） 

c. 改善点についてもCPD委員会にて毎回論議されており、以下の計画を検討中である。 

① CPD行事参加票に管理番号を付与する。（冬季講演会より） 

② 企画シート収支結果予想については、動員目標数を記載して収支の改善を図る。 

③ 講演会開催マニュアル作成中。 

 

（５）修習技術者支援委員会：委員 森 一明 

2020年2月15日に修習技術者研究業績発表会を開催した。講演論文集第7巻を編集発行し、優秀な発表

論文について表彰した。静岡県からは静岡理工科大学機械工学科桜木研究室の小松利光さんが「小型軸

流ファンの翼形状最適化によるエネルギー効率の改善」で学生の部第1位優秀賞を得た。 
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（６）試験業務支援委員会：委員 中村 央 

試験の日程 2019年度 

① 技術士第二次試験：2019年7月14日（日）総合技術監理部門 

               2019年7月15日（月）その他の20技術部門 

② 技術士第一次試験：2019年10月13日（日） 

 

試験業務支援委員会 

① 第１回試験業務支援委員会：2019年5月25日（土）中部本部会議室 

② 第２回試験業務支援委員会：2019年7月06日（土）中部本部会議室 

③ 第３回試験業務支援委員会：2019年9月28日（土）中部本部会議室 

④ 第４回試験業務支援委員会：2020年1月11日（土）中部本部会議室 

   

 日本技術士会技術士試験センターの方針に基づき、中部本部では今年度から試験監督業務の外部委託

を始めた。今期も無事に試験実施を終了した。 

 

（７）社会貢献委員会（防災支援小委員会）：委員 馬淵大幾 

2019年12月18日の防災支援小委員会において、静岡県災害対策士業連絡会の呼びかけに応じ10月、11

月に行った伊豆の国市及び函南町における被災者された方への相談会について報告した。 

今後の課題として、技術士それぞれの部門に応じた活動の仕方を整理する必要があると報告した。 

 

（８）社会貢献委員会（理科支援小委員会）：委員 吉田建彦・小泉雅弘 

中部本部理科支援委員会が対象とする愛知、岐阜、三重、静岡4県での小学校における理科特別授業は、

2007年度から始めて12年目、累計実績380件、2019年度は4県で25件となった。 

10月には理科教育特別講演会（4回目）を行い、また通年で行っている知立市ナスモルラボ講座には県支部

会員一名が「手作りモーター」を紹介した。 

   2019年度は浜松RAIN房を通じた授業要請が5件あったので、登録件数を4件から14件(うち1件はプログラ

ミング教育)に増やした。 

2020年度から小学校6年生にプログラミング教育が導入されるので、講座に追加したが、内容充実や講

師を増やすことなどの課題に取り組む必要がある。 

 

（９）広報委員会：委員 岡井政彦 

広報委員会は中部本部の広報に関する事項を担当した。日本技術士会統括本部（東京）の月刊「技術

士」への掲載記事の執筆者人選や原稿依頼などの取りまとめを実施。本県支部関係では、山之上支部長

（災害支援関係記事）、宮野正克氏（技術士インタビュー）の２氏を月刊「技術士」に推薦した。 

また中部本部広報誌【技術士 ちゅうぶ】（半年報）を2019.9月（第4号）と2020.3月（第5号）の2

回、編集・発刊した。本県支部からは山口晃会員（建設）から一般技術記事、静岡市役所から静岡市技

術士会の紹介記事、岩田副支部長から産学官と技術士の合同セミナー報告（2020.11 技術が守る防災・

減災への挑戦）を寄せて頂いた。中部本部ホームページ（HP）改善委員会によって改善点が整理された

ので、広報委員会はこれに従い今後HPの改造を随時進めていく。 

 

（10）よろず科学技術相談所： 会員 吉田建彦 

中部本部では2017年「よろず科学技術相談所」という名称で、社会や市民のため科学や技術の困りご

とに対処できる登録グループが発足した。30名の相談員が登録応募し、当県からも一名登録している。

2019年度は、静岡県からピアノの不具合を評価してほしいという依頼があり、金属専門の会員が対応し

た。 
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2019年度会計決算報告  

自 2019（平成31）年4月1日 

至 2020（令和2年）年3月31日 

統合会計（地域組織）                               静岡県支部 

Ⅱ 負債の部    

１．流動負債    

預 り 金  0 3,584 △         3,584 

流動負債合計 0 3,584 △         3,584 

負 債 合 計 0 3,584 △         3,584 

Ⅲ 正味財産の部    

１．指定正味財産    

指定正味財産合計 0 0 0 

２．一般正味財産 889,077 1,180,148 △       291,071 

正味財産合計 889,077 1,180,148 △       291,071 

負債及び正味財産合計 889,077 1,180,148 △       294,655 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

貸 借 対 照 表 

2020年3月31日現在 

   （単位:円） 

科        目 当年度 前年度 増  減 

Ⅰ 資産の部    

１．流動資産    

現金預金 889,077 1,106,300 △       217,223 

普 通 預 金 889,077 1,106,300 △       217,223 

未 収 金 0   77,432 △        77,432 

流動資産合計 889,077 1,183,732 △       294,655 

資 産 合 計 889,077 1,183,732 △       294,655 
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収 支 計 算 書 

2019年4月1日から2020年3月31日まで 

統合会計（地域組織）   静岡県支部 

一般会計   （単位:円） 

科   目 予 算 額 決 算 額 差  異 

Ⅰ 事業活動収支の部    

１．事業活動収入    

事業収入 [330,000] [481,440] [△151,440] 

自主事業収入 (330,000) (481,440) (△151,440) 

参加費収入 200,000 246,500 △46,500 

各種資料等頒布収入 0 57,700 △57,700 

外部依頼管理収入 130,000 177,240 △47,240 

地域組織収入 [770,000] [1,076,180] [△306,180] 

地域組織活動費収入 450,000 450,000 0 

地域組織活動補助費収入 (320,000) (626,180) (△306,180) 

    講演会・見学会開催補助費収入 320,000 226,180 93,820 

合同セミナー開催補助費収入 0 400,000 △400,000 

雑 収 入 [140,000] [143,600] [△3,600] 

雑収入 0 13,600 △13,600 

協賛金収入 140,000 130,000 10,000 

  事業活動収入計 1,240,000 1,701,220 △461,220 

２．事業活動支出    

事業費支出 [1,240,000] [1,992,291] [△752,291] 

事業広報費 (90,000) (137,145) (△47,145) 

会誌印刷費 60,000 118,060 △58,060 

会誌編集関連費   10,000 0 10,000 

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ運用費 20,000 19,085   915 

普及啓発費 (50,000) (516,978) (△466,978) 

合同ｾﾐﾅｰ開催補助費 0 431,978 △431,978 

関係団体会費  50,000 85,000 △35,000 

研 鑽 費 (580,000) (506,722) (73,278) 

講演会・見学会開催費 580,000 506,722 73,278 

海外交流費 (60,000) (90,000) (△30,000) 

国際交流費 60,000 90,000 △30,000 

業務推進費 (460,000) (741,446) (△281,446) 

賃金 30,000 55,685 △25,685 

会議費 30,000 112,600 △82,600 

旅費交通費 160,000 197,430 △37,430 

通信運搬費 30,000 33,476 △3,476 

消耗品費 30,000 7,974 22,026 

印刷製本費 50,000 51,700 △1,700 

各種会合費 50,000 42,500 7,500 

地域委員会活動費 80,000 80,006 △6 
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財 産 目 録 

2020年 3月31日現在 

統合会計（地域組織）   静岡県支部 

一般会計    （単位:円） 

貸借対照表科目 場所・物量等 使用目的等 金  額 

(流動資産)     

 預金 普通預金  889,077 

  静岡/ゆうちょ銀行  889,077 

流動資産合計 889,077 

資 産 合 計 889,077 

正 味 財 産 889,077 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雑費その他 0 160,075 △160,075 

事業活動支出計 1,240,000 1,992,291 △752,291 

事業活動収支差額 0 △291,071   291,071 

Ⅱ 投資活動収支の部    

１．投資活動収入 0 0 0 

投資活動収入計 0 0 0 

２．投資活動支出 0 0 0 

投資活動支出計 0 0 0 

投資活動収支差額 0 0 0 

Ⅲ 財務活動収支の部    

１．財務活動収入    

財務活動収入計 0 0 0 

２．財務活動支出    

財務活動支出計 0 0 0 

財務活動収支差額 0 0 0 

当期収支差額 0 △291,071 291,071 

前期繰越収支差額 1,135,000 1,180,148 △45,148 

次期繰越収支差額 1,135,000 889,077   245,923 
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第２号報告  2020年度事業計画並びに収支予算（案）  

 

１ 事業推進の方針  

（１） 基本方針 

・会員の自己研鑚への支援（ＣＰＤ例会活動の充実） 

・技術士の存在価値を広く深く社会に認知させる取り組みの強化とともに組織力の強化と会員増を図る。 

・地域社会への貢献 

内から外への事業活動を重視し、技術士の活躍の場を広げる努力をこれからも続ける。2020年の春先

に発生した新型コロナウイルス感染症のため予定された会議や例会の予定が中止か延期を余儀なくさ

れている。役員会など事前の会合の方法についても効率性が求められておりテレビ会議の可能性につい

ても検討していく。 

 

（２） 活動の概要 

・CPD活動 

CPDの年間計画の作成と実行、会員に対する意向調査アンケート（メーリングリスト活用）、関連団

体への参加依頼、部門別開催の検討と実施 

 

・防災活動 

１． 静岡市との「災害協定」を中身の濃い活動に展開継続 

２． 中部本部で制度化した防災支援員の拡充を図り発災時に被災者支援ができる体制整備 

３． 防災教室などの活動を静岡県地震防災センターと協業して実施 

４． 昨年10月に発生した台風19号の被災者支援相談会に県支部として初めて参加した経験を糧にして

今後の防災支援活動に活かしていく。 

防災支援活動は、下記の３つのケースを静岡方式と定め、今年度の柱とする。 

① 自治会を通じた住民への支援活動  

② 小学校における防災教育拡充  

③ 防災支援員個々の活動の整理と研究 

 

牧之原市との「公共土木施設のマネジメントに係る技術助言に関する包括協定」については市関係

者と交流を拡充し、静岡県交通基盤部との災害協定「大規模災害時における被災箇所の復旧に係る助

言に関する協定書」、静岡県災害対策士業連絡会「災害時における相談業務に関する合意書」に基づ

き技術士会としての支援のあり方について研究を深化させる。 

 

・市町支援 

市町支援を強化するため、新たな協定締結に向け市町への広報を強化する。 

 

・事業開発活動 

交通基盤部農地局の農業通信設備の鑑定・検査の実施に関わる会員の紹介、静岡県建設工事紛争審議会

の委員推薦、静岡県建設技術監理センターなど関係部署との情報収集継続、静岡県産業振興財団、静岡県

ものづくり支援センターとは企業評価に関連して引き続き会員を派遣できるよう情報の交流を継続。 

静岡県日中友好協議会を通じての中国浙江省の企業支援の依頼については、必要に応じ、当会の海外活

動支援委員会や中部本部ならびに管内支部へも情報発信するが、相手先のニーズなどを良く調査、研究し

たうえで対応する。 
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・社会貢献活動 

   技術士の知名度を広めるため一般市民へ技術の話題をわかりやすく紹介するテクノロジーカフェの取り

組みは継続する。理科支援活動については、例年春には中部4県の講師の授業テーマ一覧を静岡県教育委員

会に提出し、教育委員会から県内小学校に配布してもらっている。当県の特徴として山崎自然科学教育振

興会及び浜松RAIN房の補助があるため授業要請が受けやすいことから今後も引き続き理科特別授業を続

ける。 

 

・広報活動 

   事業については、ホームページなどを通じて公開するため第三者が見やすい内容に心掛ける。関係先へ

は、年始や年度初めの挨拶などに加え広報紙の配布などを通じ顔の見える関係の構築に努める。 

 

２ 事業計画 

（１）年次大会(コロナ感染症の拡大により中止) 

日 時：2020年6月6日（土）13：30～ 

場 所：静岡労政会館（展示室＋第３会議室全面）（静岡市） 

報 告：２０１９年度事業・決算、２０２０年度計画・予算   

特別講演１：「MaaSは人々の移動と社会をどう変えるか：実証実験を１年試した今改めて考える」 
伊藤昌毅氏（いとう まさき）（東京大学 生産技術研究所 特任講師） 

特別講演Ⅱ：「ソウハツする遊び場としてのVIRTUAL SHIZUOKA」 

     杉本直也氏（すぎもとなおや）（静岡県交通基盤部建設技術企画課） 

 

（２）例会等の開催予定 

① 静岡県支部合格者説明会（コロナ感染症の拡大により延期）  

（あざれあ505会議室） 2020年4月25日（土） PM 15:00～ 

   技術士試験合格者を招き日本技術士会への入会への働きかけと支部活動の取り組みを情報提供する

とともに祝賀を目的に合格者説明会を開催する。 

   出席者 合格者、静岡県支部会員（再募集予定） 

 

② 第1回例会（延期）  （あざれあ501会議室）  2020年4月18日（土）13:30～16:40 

    講演Ⅰ「浙江省国際マッチング大会出席報告」日本技術士会静岡県支部 加藤信之会員 

    講演Ⅱ「チャ害虫の総合的管理体系と日本茶の輸出促進戦略」  

国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究所  佐藤安志氏 

 

③ 第2回例会（年次大会） 静岡労政会館（展示室＋第３会議室全面）（6月6日（土）: 13:30～） 

詳細は年次大会参照 

④ 第3回例会 2020年8月22日（土）（静岡県男女共同参画センターあざれあ501会議室） 

⑤ 第4回例会 2020年10月24日（土）(静岡県男女共同参画センターあざれあ又は静岡労政会館) 

⑥ 第5回例会 2020年11月28日（土）（見学会を予定） 

⑦ 第6回例会 2021年2月20日（土）(静岡県男女共同参画センターあざれあ又は静岡労政会館) 

⑧ 地区例会の開催  2021年1～3月期 （東部地区、中部地区、西部地区） 

 

（３）技術士会会員拡大に向けて 

静岡県内の技術士試験合格者向けの説明会を開催する。技術士試験に合格したが、まだ日本技術士会
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に未加入の合格者に、以下を実施して技術士会加入（正会員、準会員）へ促進を図る。 

ａ.日本技術士会の説明、支部活動の概況、会員有志との合同懇親会開催(4月25日開催予定であったが

コロナウイルス感染症の拡大により延期。説明資料は申込者に送付済) 

ｂ.新たに日本技術士会に入会した会員に向けては、積極的な支部行事への参加を働きかける。 

 

（４）CPD活動の活性化  牧野好秀 

CPD委員会は講演会・見学会を開催し、技術士に自己研鑽の場を提供する。 

ａ.アンケート等会員の要望を基に、CPD例会を企画運営する。 

ｂ.県内技術士の技術研鑽に資するため、講演会及び見学会を年6回以上企画運営する。 

ｃ.ホームページやメールを利用して、講演会・見学会の開催をできるだけ多くの方々に周知するとと

もに、申込方法を工夫して、より参加しやすい例会としていく。 

 

（５）研究会 柴田達哉 

静岡県支部の特色ある活動で、身近な会員同士での技術研鑽や情報交換が可能となり、他の専門性を

享受できる。昨年度末に新たに２つの研究会が立ち上がり、かつ既存の研究会においても活発に活動し

ているが、随時これまでの成果やこれからの方向性を発表し，支部の活動や会員技術の研鑽にどの様に

活かしていく方策等を報告する。また、随時新規研究テーマについては、会員から起案を募集し、活動

主旨を役員会で認証され、会員への募集周知と研究会規約に従い組織化を行いキックオフされる。 

1） 防災研究会 吉田建彦 

防災委員会と協業して次の活動を行う 

１．自治会を通じた住民への支援活動 

2019年度に行った台風19号被災地域でのハザードマップ、タイムライン、避難所運営での衛生

管理等の研修を行う 

２．小学校における防災教育充実 

中部本部理科支援委員会における理科特別授業の防災講座に2件追加し、小学校からの授業要

請に応える 

３．防災支援員活動の整理と研修 

防災支援員の専門分野ごとの可能な活動を明確化し研修を拡充する。 

 

2） IOT研究会 小澤靖 

IoT研究会は、これまでから継続して製造業をはじめあらゆる分野におけるIoT、そして日常生活に

おけるIoTについて、メンバー同士で情報交換しその活用方法について研究していく。また、現在取

り組んでいる家庭菜園への活用や親の見守りへの活用を目的としたマイコンを使ったIoTシステムの

開発を進めていく。 

 

3） 小学校の理科特別事業としてのプログラミング教育研究会 岡井政彦 

2020年度から小学校において、プログラミングに関する授業が導入されることになったが、内容は

子供たちにプログラミング言語を教えることではなく、これからのコンピュータ社会を支える社会人

としてのコンピュータ利用に関する論理的な思考法を養うことに力点がおかれている。 

一部のモデル校では、既に先行して授業を行っているところもあるが、大部分の小学校では本年の秋

口から取り組まれる予定であり、現在は実施に向けて各学校で準備中である。 

日本技術士会中部本部の理科支援小委員会（小中学校の理科特別授業実施）では、このプログラミ

ング教育を理科特別授業の枠の中で実施可能性について検討を開始している。 

静岡県支部でも同様の研究会を立ち上げ、小学校理科教育に役立つ特別授業を提供したい。 
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4） オープンCAE研究会の産業活用研究会 小南秀彰 

産業界では、CAE(Computer Aided Engineering:計算機援用工学)シミュレーションソフトが試作

費用低減と業務効率化のために活用されている。しかし、CAEソフトは非常に高価であるため、その

採用は資金力のある大手企業に限定される。 

 最近は無料のCAEシミュレーションソフトが現れており、多額の初期投資が理由でこれまで導入を

断念していたような中小企業にもCAE活用が可能な状態となった。 

 本研究会では、無料のオープンCAEソフトの操作方法を研究して操作ノウハウを蓄積し、そのノウ

ハウを用いて産業への活用展開を図っていくことにより、最終的には技術士として静岡県下の中小企

業への技術支援及び技術移管をめざすことを目的とする。 

  

（６）防災活動  柴田達哉 

2020年の 1月から世界中に広がった新コロナ禍は、人間や社会に破壊力が加わり、人命が失われ社

会の経済均衡が崩れる希有なタイプの「災害」に定義される。地震、富士山噴火、河川氾濫や斜面崩

壊等の従来の災害と共に人類を脅かす感染症のパンデミックに対し「科学技術者として何が出来る

か・どう振る舞うか」を突きつけられた事象である。このように災害形態が変化してゆくなかで「技

術士」として防災活動へのアプローチは何であるかを見据える時である。昨年制定した「日本技術士

会静岡県支部災害時支援活動計画（ＳＡＰＤ）」を中心にした広域・官民連携活動と防災教育を展開

してゆく。 

また、従来通りの広域連携と官民連携の重要性・必要性が不可欠である。静岡県支部として本年度は、

技術士の提言する防災支援活動として、 

A．官と連携した防災活動と自治会を通じた住民への支援活動（以下のb,c,e,fに相当） 

B．小学校における防災教育拡充（以下のa,dに相当） 

C．防災支援員個々の活動の整理と研修（以下のgに相当） 

等を重点的に行う。以下に具体的行動を計画する。 

a.理科支援委員会と連携し、防災教育カテゴリーの支援員の登録を増加する。 

b.静岡市における地域復興まちづくりワークショップに参加する。 

c.牧之原市との協定に基づく、土木施設の防災・復旧・復興に関する研修会やアドバイスを行う。 

d.静岡県地震防災センター主催の「こども地震防災教室」（8月第1日曜日予定）に参加し、防災に関

する理科実験や防災教育に協力し、こどもたちを通じての防災意識の地域的広がりや向上に努める。 

e.静岡県災害対策士業連絡会の各種防災・災害支援対策活動に参加していく。 

f.静岡県交通基盤部との災害協定についての相互確認と具体的活動の開始。 

g.防災支援員の研修実施と防災関係講座等・資格の案内 

 

（７）社会貢献活動 

テクノロジーカフェ 山之上誠 

2015年の1月開始以来、５６回のカフェを開催した。火曜から金曜日の午後２時から、ＮＰＯ法人静岡

団塊創業塾（原田和正理事長）が運営する静岡市内のシニアライフセンター「くれば」を引き続き利用さ

せていただく。2018年４月より講師役の会員への謝金（交通費相当）も支給している。「くれば」からの

要望に応じて、講師役には過去の題目をリニューアル講演する機会もつくる予定である。 

ホームページにも「講師募集のご案内」を記載しているように、気軽に一般市民へ技術の話題をわかり

やすく発表していただける場になることを期待する。技術士の知名度を広める取り組みは継続する。 

 

理科支援  吉田建彦 

本年度も例年通り、県教育委員会を通じて小学校に提供できる授業テーマを提示し、学校側からの要請

に応じた理科特別授業進める。また学校からの授業要請以外に地域イベントにも積極的に参加していく。 
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  なお昨年度浜松RAIN房を通じた理科特別授業の要請が5件あったので、今期はさらにRAIN房への登録件数を

4件から13件（プログラミング1件を含む）に増やした。 

 

（８）事業開発活動 土井俊幸 

静岡県 

経済産業部農地局の農業通信設備の鑑定・検査の実施に関わる会員の紹介、同じく建設支援局への建設

工事紛争審議会委員の派遣を継続する。 

 

牧之原市他関係市町  

   牧之原市との「公共土木施設に係る技術助言に関する包括協定」については、2015年11月30日に協定締

結以来、述べ11件の助言依頼、技術研修会を３回実施した。（昨年度は２件） 

市職員からの技術に関する助言依頼は減る傾向にあったが、昨年度の助言は、道路決壊、勝間田公園の景

観保全に対し実施した。市長を含め市関係者との日頃の情報交換などを今後も継続する。 

関係市町からの技術支援は牧之原市を例にとりアプローチしやすい環境がある。事業開発を進めるうえで

県支部会員からの情報にも引き続き期待したい。 

 

その他受託業務 

静岡県産業振興財団と静岡県中小企業団体中央会内ものづくり支援センターと技術士会の関係は中小

企業の事業遂行への補助金申請における技術審査であり、中小企業の育成に寄与することから審査の受託

を継続する。 

静岡商工会議所内静岡県事業引継ぎ支援センターについても技術的評価に関する支援案件受託に向け

て相手先との情報交換を継続する。 

 

中国浙江省との関係 

静岡県日中友好協議会とも情報を共有しつつ今後も中国浙江省への技術支援を継続する。 

 

（９）広報活動 関根洋子 

年4回の支部広報誌発行を確実に実施する。ホームページでの情報提供を充実させ、当支部の活動状

況を発信するとともに、SNS等も活用し幅広く情報提供していく。 
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公益社団法人 日本技術士会 中部本部静岡県支部 2019年度決算，2020年度予算(案) 
 

 （2020年 4月 1日から 2021年 3月 31日まで）  
 

   (単位：千円)  

科      目 2019年度決算 2020年度予算(案) 

 

 

 

Ⅰ 事業活動収支の部    

 １ 事業活動収入    

  (1) 事業収入(参加費，業務斡旋料など) 481 420  

   (2) 雑収入(協賛会員年会費など) 144 190 *１ 

   (3) 地域組織活動費収入(活動補助費) 450 450  

   (4) 地域組織活動補助費収入(講演会，見学会補助費) 626 226  

    事業活動収入計  (A) 1,701 1,286  

 ２ 事業活動支出    

  (1) 事業費 1,992 1,523  

      ①事業広報費(ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ運用費，会誌郵送費など) 137 137  

      ②普及啓発費(関係団体会費など) 517 85 *２ 

      ③研 鑚 費(講演会，見学会開催費など) 507 500  

      ④海外交流費(国際交流費(中国)) 90 0 *３ 

    ⑤業務推進費(各種会合費，旅費交通費，通信運搬費など) 741 504  

     ⑥雑費その他 0 60  

    事業活動支出計   (B) 1,992 1,286  

    当期収支差額(事業活動収支差額) (A) - (B) △ 291 0  

 
   

*１ １-(2)：一口会員 11社、2口会員 4社からの協賛会員年会費を見込む。  

*２ 2-(1)-②：今年は合同セミナーがないため関係団体の会費のみとした。  

*３ 2-(1)-④：海外交流費(国際交流費）を、⑤業務推進費の雑費その他に変更した。（統括本部の指示のため）     
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第３号報告  県支部役員体制・協賛会員(２０１９年度・２０２０年度) 

支部役員は、下記の体制とする。 
 役  職 氏  名 

中部本部 

（太字は中部本

部幹事） 

※は委員長  

副本部長 山之上 誠 

中部本部幹事 岡井政彦・岩田良明・牧野好秀 

総務委員会 山之上 誠・岡井政彦・岩田良明 

倫理委員会 吉田建彦 

企画委員会 牧野好秀・長嶋滋孔 

研修委員会（CPD小委員会） 加藤信之 

独立技術士交流委員会 五味道隆 

修習技術者支援委員会 森 一明 

試験業務支援委員会 中村 央 

広報委員会 岡井政彦※・中山久仁厚 

活用促進委員会  

社会貢献委員会 (防災支援小委員会) 柴田達哉・馬淵大幾 

社会貢献委員会 (理科支援小委員会) 吉田建彦・小泉雅弘 

静岡県支部 

幹事 

支部長 山之上 誠 

副支部長（広報） 岡井政彦 

副支部長（防災） 角入一典 

副支部長（事務局長） 岩田良明 

事務局補佐 松世麻理子 

会計幹事 鈴木敏弘 

会計補佐 池谷忠文・土屋国彦 

静岡県支部 

委員会幹事

（ ）は委員と

して参画 

CPD委員会 
牧野好秀※・加藤信之・小澤 靖・（内藤克巳） 

水野俊兵・（松世麻理子）・（中村 央） 

広報委員会 関根洋子※・山下久吉・（中山久仁厚） 

防災委員会 
柴田達哉※・角入一典・馬渕大幾 

土井俊幸 

対静岡市（災害協定研究委員会） （松本 亨） 

社会貢献委員

会 

テクノロジーカフェ 山之上誠※・鈴木敏弘 

理科支援委員会 吉田建彦※・小泉雅弘 

事業開発委員会 土井俊幸※・鈴木敏弘 

静岡県支部地

区担当 

東部担当 加藤信之○・土井俊幸・大井寿彦 

中部担当 小澤 靖○・柴田達哉・松世麻理子 

西部担当 馬渕大幾○・小泉雅弘・森  一明 

※は各委員会の委員長  ○：地区責任者 
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外部団体との窓口 

関係団体名称 窓口担当者 

中小企業診断士協会 事務局 

公共土木 事務局 

静岡市 松本 亨 

牧之原市 山之上誠 

静岡県 事務局 

山崎自然科学教育振興会 吉田建彦 

浜松RAIN房 吉田建彦 

静岡団塊創業塾 山之上誠 

静岡市商工会議所（技術評価) 事務局 

静岡県災害対策士業連絡会 事務局 

 

 

 

協賛会員（企業）一覧               2020年4月現在 15社    （敬称略） 

会社名 役 職 代表者氏名 住 所 

（株）共和コンサルタント 代表取締役社長 杉本  洋 浜松市 

（株）建設コンサルタントセンター 代表取締役社長 小田 秀昭 静岡市 

太洋電機（株） 代表取締役会長 齋藤  智 静岡市 

（株）日本地理コンサルタント 代表取締役社長 山田  巧 静岡市 

（株）東日 代表取締役社長 芹澤 秀樹 沼津市 

（株）中部綜合コンサルタント 代表取締役社長 豊田 哲也 浜松市 

吉田測量設計（株） 代表取締役社長 吉田 英司 浜松市 

昭和設計（株） 代表取締役社長 山村 卓道 静岡市 

（株）蓮池設計※ 代表取締役社長 蓮池 康彦 浜松市 

不二総合コンサルタント（株）※ 代表取締役社長 牧田 敏明 浜松市 

（株）フジヤマ※ 代表取締役社長 藤山 義修 浜松市 

大鐘測量設計（株） 代表取締役社長 小田 稔彦 島田市 

服部エンジニアリング（株）※ 代表取締役社長 服部 剛明 静岡市 

静岡コンサルタント(株) 代表取締役社長 森崎 祐治 三島市 

富士設計（株） 代表取締役社長 小野寺 久子 富士宮市 

 ※は2口加入の会員 
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その他報告  部外との協定及び加入団体 

①支部が結んでいる協定 

 支部では、静岡市等の外部の４団体と下記の協定を結んでいる。以下に協定の概略説明を記載する。 

１.「中小企業等への支援に関する覚書」 中小企業診断士協会 2009年5月7日（参考-１） 

静岡県技術士協会（現（公社）日本技術士会静岡県支部）と（社）中小企業診断協会静岡県支部 

（現（一社）静岡県中小企業診断士協会）が、関係する中小企業等に対する支援を協力して行うための

基本覚書 

 

２.「災害時における市民への復興まちづくりの助言に関する協定書」（参考－２） 

静岡市 2010年6月29日、2016年3月21日 組織名称変更に合わせ再契約  

静岡市内の大規模災害発生時（地震災害を想定）における市民への復興まちづくりの助言に関する協定 

 

３．「技術評価に関する協定書」  静岡市商工会議所  2012年9月3日（参考－３） 

静岡商工会議所が行う中小企業等に対する事業引継ぎ支援に係る事業における企業提携の可能性の検

討のために、技術士会が中小企業等の技術評価を行う専門家技術士推薦を依頼することに関する協定 

 

４．「公共土木施設に係る技術助言に関する包括協定」  牧之原市 2015年11月30日（参考－４） 

牧之原市が管理している公共土木施設が自然災害等で被災し大規模改修が必要となったとき、若しくは

各事業実施時における様々な課題やニーズに対し、機動的かつ的確に対応するために、豊富な経験と高度

な知識を有する技術士が、専門的な立場からの助言や広い知見からの情報・ノウハウを提供することを目

的とする。 

 

５．災害時における相談業務に関する合意書（参考－５）平成30年12月25日 

会員として参加している静岡県災害対策士業連絡会と静岡県と災害時の支援についての合意書を締結 

 

６.｢大規模災害時における被災箇所の復旧に係る助言に関する協定書｣（参考－６） 

  静岡県内で大規模な災害が発生した場合、県及び政令市を除く市町の被災箇所の復旧に対する助言を目的

に静岡県交通基盤部長と静岡県支部長が協定締結（平成31年3月18日） 

 

②加入している団体 

１．静岡県災害対策士業連絡会 

 県内での大規模災害発生時における支援に向けて、県内の士業団体とゆるやかな連携を組み準備している。 

静岡県弁護士会、日本公認会計士協会東海会静岡県会、 (公社)静岡県建築士会、静岡県土地家屋調査士会、静岡県社会保険

労務士会、(公社)日本技術士会中部本部静岡県支部、(公社)日本建築家協会東海支部静岡地域会、一般社団法人静岡県建築士

事務所協会 、静岡県行政書士会、 (公社)静岡県不動産鑑定士協会、静岡県司法書士会、東海税理士会静岡県支部連合会 

 年会費  50,000円 
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２．静岡県環境保全協会 

快適な生活環境の確保に寄与することを目的として、環境汚染防止に係る研究並びに知識の交流・技術の普 

及向上活動に対して、賛助会員として参画。 

正会員 149社  賛助会員 11団体 

 賛助会員年会費  30,000円 

 

３．（特定非営利活動法人）静岡団塊創業塾 

静岡団塊創業塾の賛助会員として中高年世代への、「繋がり」「学び」活動の一端を応援。静岡団塊創業塾

が運営する静岡市内のシニアライフセンター「くれば」を会場として、月に1回テクノロジーカフェ（技術

士が市民に向けて情報発信）を実施している。 

賛助会員年会費  5,000円 
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（参考－１） 
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（参考－２） 
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（参考－３） 
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（参考－４） 
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（参考－５） 
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（参考－６） 
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資料１ 日本技術士会静岡県支部災害時支援活動計画(抜粋) 

詳細は日本技術士会静岡県支部HP（Http://ipej-shizu.sakura.ne.jp/） に掲載 

 

 

http://ipej-shizu.sakura.ne.jp/
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資料２ 台風１９号被災者支援活動報告書(抜粋) 

詳細は日本技術士会静岡県支部HP（Http://ipej-shizu.sakura.ne.jp/） に掲載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://ipej-shizu.sakura.ne.jp/
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１． 防災会議（「災害時支援活動計画」第4項・５項による）の開催 
 

第一回防災会議 

日  時：2019年10月26日(土) 

場  所：静岡労政会館 

出席者：（役員会と共催したが、防災会議構成員のみ下記記述） 

山之上支部長、岩田副支部長、岡井副支部長、柴田防災委員長、 

馬淵防災委員、土井防災委員、吉田防災研究会長 

議 題：静岡県災害対策士業連絡会の提案に基づき、10月30日、31日両日、伊豆の国市の被災者支援活

動に参加する件。 

決定事項：防災支援員を派遣することを決定。 

 

第二回防災会議 

日  時：2019年11月16日(土) 

場  所：静岡クーポール会館 

出席者：（役員会と共催したが、防災会議構成員のみ下記記述） 

山之上支部長、岩田副支部長、角入副支部長、岡井副支部長、柴田防災委員長 

馬淵防災委員、土井防災委員、小泉防災研究会員、吉田防災研究会長 

議  題：静岡県災害対策士業連絡会の提案に基づき、11月18日、函南町、11月24日、伊豆の国市第二回

の被災者支援活動に参加する件。 

決定事項：防災支援員を派遣することを決定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伊豆の匡市で開催した相談会のリーフレットと活動記録（抜粋） 
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函南町で開催した相談会のリーフレットと活動記録（抜粋） 



 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


